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(57)【要約】
【課題】吐出時の目詰まりを防止するとともに、整髪保持力に優れ、皮膜形成ポリマー特
有のごわつき感がなく、滑らかな指通りに優れ、自然なツヤを付与することができるエア
ゾールスプレー型整髪剤用組成物、並びに、該組成物を含有したエアゾールスプレー型整
髪剤の提供。
【解決手段】（Ａ）カルボキシル基含有皮膜形成ポリマーと、（Ｂ）アルキルアミン化合
物および脂肪酸アミドアミン化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種を含有してな
るエアゾールスプレー型整髪剤用組成物とする。所望により、（Ｃ）シリコーン化合物を
含有させることができる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）カルボキシル基含有皮膜形成ポリマーと、（Ｂ）下記一般式（式１）および（式
２）で表されるアルキルアミン化合物、並びに下記一般式（式３）で表される脂肪酸アミ
ドアミン化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種を含有してなるエアゾールスプレ
ー型整髪剤用組成物。
【化１】

（式中、Ｒ１は炭素数８～２０の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であ
り、Ｒ２は水素原子、１－アミノプロピル基、又は炭素数８～２０の直鎖もしくは分岐鎖
のアルキル基又はアルケニル基である。）

【化２】

（式中、Ｒ３は炭素数８～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であ
り、Ｒ４はメチル基、又は炭素数８～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケ
ニル基である。）
【化３】

（式中、Ｒ５は炭素数１１～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基で
あり、Ｒ６は炭素数１～４のアルキル基又はヒドロキシアルキル基であり、ｎは１～４の
整数である。）
【請求項２】
　（Ａ）成分の中和に（Ｂ）成分を用いることを特徴とする請求項１記載のエアゾールス
プレー型整髪剤用組成物。
【請求項３】
　更に、（Ｃ）シリコーン化合物を含有してなる請求項１又は２に記載のエアゾールスプ
レー型整髪剤用組成物。
【請求項４】
　実質的に水を配合しない非水系であることを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の
エアゾールスプレー型整髪剤用組成物。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかに記載のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物と、噴射剤とから
なるエアゾールスプレー型整髪剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアゾールスプレー型整髪剤用組成物、並びに該組成物を含有したエアゾー
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ルスプレー型整髪剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、エアゾール型整髪剤において優れた整髪性を付与するために、種々の皮膜形
成ポリマーが用いられている。中でも、整髪保持力に優れるカルボキシル基を含有するア
ニオン性の皮膜形成ポリマーが汎用されている。しかしながら、毛髪を整髪するのに有効
な量のカルボキシル基含有皮膜形成ポリマーを配合すると、毛髪を十分に固定して整髪す
ることができたとしても、ごわつき感が生じ、滑らかな指通りに劣るといった問題がある
。更には、形成された皮膜により、毛髪にギラギラとした不自然なツヤを与えるといった
問題もある。
【０００３】
　このような問題点を解決するために、皮膜形成ポリマーにより形成される被膜を柔軟に
し、使用感を向上させる試みがなされている。具体的には、アニオン性ポリマーとシリコ
ーン類とを含有させた毛髪化粧料（例えば、特許文献１を参照）、皮膜形成性ポリマーと
界面活性剤と油剤とを含有させたエアゾール組成物（例えば、特許文献２を参照）、皮膜
形成樹脂と糖アルコールを含有する泡沫状頭髪化粧料（例えば、特許文献３を参照）など
が提案されている。
【０００４】
　しかしながら、このような試みに拠って皮膜形成ポリマー特有のごわつき感をある程度
改善することはできるものの、べたつき感が生じ、整髪保持力を著しく低下させてしまう
といった問題がある。また、これら試みによっても毛髪のツヤ感において満足いくもので
はない。加えて、エアゾール剤型の中でもスプレー剤型とした場合、中味液が霧状で噴射
されるため、毛髪への厚付きが難しく、皮膜形成ポリマーを多量に配合量させなければな
らず、ごわつき感がより顕著に発現するといった問題もある。更には、吐出時に皮膜形成
ポリマーによる目詰まりが生じ吐出不良を起こすといった問題もある。
【０００５】
　一方、毛髪に自然なツヤを付与する試みもなされている。具体的には、毛髪セットポリ
マーとカチオン性界面活性剤とシリコーンオイルとを含有する毛髪用化粧料（例えば、特
許文献４を参照）や、毛髪セットポリマーとシリコーンオイルと多価アルコールとを含有
する毛髪化粧料（例えば、特許文献５を参照）などが提案されている。
【０００６】
　しかしながら、このような試みに拠って自然なツヤを付与することはできるものの、毛
髪にしっとりとした感触が生じ、整髪保持力に劣るといった問題がある。
【０００７】
【特許文献１】特開平６－１００４１８号公報
【特許文献２】特開平９－１４３０３９号公報
【特許文献３】特開２００２－６０３２１号公報
【特許文献４】特開平６－８７７２５号公報
【特許文献５】特開２００５－２５５５３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、前記従来技術に鑑みてなされたものであり、吐出時の目詰まりを防止すると
ともに、整髪保持力に優れ、皮膜形成ポリマー特有のごわつき感がなく、滑らかな指通り
に優れ、自然なツヤを付与することができるエアゾールスプレー型整髪剤用組成物、並び
に、該組成物を含有したエアゾールスプレー型整髪剤を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　即ち、請求項１に係る発明は、（Ａ）カルボキシル基含有皮膜形成ポリマーと、（Ｂ）
下記一般式（式１）および（式２）で表されるアルキルアミン化合物、並びに下記一般式
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（式３）で表される脂肪酸アミドアミン化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種を
含有してなるエアゾールスプレー型整髪剤用組成物に関する。
【００１０】
【化１】

【００１１】
（式中、Ｒ１は炭素数８～２０の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であ
り、Ｒ２は水素原子、１－アミノプロピル基、又は炭素数８～２０の直鎖もしくは分岐鎖
のアルキル基又はアルケニル基である。）
【００１２】

【化２】

【００１３】
（式中、Ｒ３は炭素数８～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であ
り、Ｒ４はメチル基、又は炭素数８～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケ
ニル基である。）
【００１４】

【化３】

【００１５】
（式中、Ｒ５は炭素数１１～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基で
あり、Ｒ６は炭素数１～４のアルキル基又はヒドロキシアルキル基であり、ｎは１～４の
整数である。）
【００１６】
　請求項２に係る発明は、（Ａ）成分の中和に（Ｂ）成分を用いることを特徴とする請求
項１記載のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物に関する。
【００１７】
　請求項３に係る発明は、更に、（Ｃ）シリコーン化合物を含有してなる請求項１又は２
に記載のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物に関する。
【００１８】
　請求項４に係る発明は、実質的に水を配合しない非水系であることを特徴とする請求項
１～３の何れかに記載のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物に関する。
【００１９】
　請求項５に係る発明は、請求項１～４の何れかに記載のエアゾールスプレー型整髪剤用
組成物と、噴射剤とからなるエアゾールスプレー型整髪剤に関する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物、並びに該組成物を含有したエアゾール
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スプレー型整髪剤は、吐出時の目詰まりを防止するという効果を奏するとともに、整髪保
持力に優れ、皮膜形成ポリマー特有のごわつき感がなく、滑らかな指通りに優れ、自然な
ツヤを付与することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物は、（Ａ）カルボキシル基含有皮膜形成
ポリマーと、（Ｂ）アルキルアミン化合物および脂肪酸アミドアミン化合物からなる群よ
り選ばれる少なくとも１種を含有する。
【００２２】
　（Ａ）成分のカルボキシル基含有皮膜形成ポリマーの具体例としては、例えば、アクリ
ル酸オクチルアミド・アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル
共重合体、アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸エステル共重合体、酢酸ビニル／クロ
トン酸共重合体、酢酸ビニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビニル共重合体、アクリル酸ア
ルキル・メタクリル酸・シリコン共重合体、アクリル酸・アクリル酸アミド・アクリル酸
エチル共重合体、アクリレーツ／アクリル酸ヒドロキシアルキル共重合体、アクリレーツ
／アクリル酸ヒドロキシエステル共重合体、ビニルメチルエーテル／マレイン酸エチル共
重合体、ビニルメチルエーテル／マレイン酸ブチル共重合体などを例示することができる
。これら成分は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもでき
る。好適な（Ａ）成分としては、整髪保持力に優れる観点から、アクリル酸オクチルアミ
ド・アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル共重合体、酢酸ビ
ニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビニル共重合体、アクリル酸アルキル・メタクリル酸・
シリコン共重合体を用いることが好ましい。
【００２３】
　尚、本発明に用い得る（Ａ）成分は、市販品をそのまま使用することができる。アクリ
ル酸オクチルアミド・アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル
共重合体の市販品としては、例えば、ＡＭＰＨＯＭＥＲ　２８－４９１０，ＬＶ－４１，
ＬＶ－７１，ＳＨ３０，ＳＨ３７，ＳＨ７０１，ＳＨ７０１Ｎ（商品名，何れも日本エヌ
エスシー社製）などを例示することができる。酢酸ビニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビ
ニル共重合体の市販品としては、例えば、ＲＥＳＹＮ－２８－２９３０（商品名，日本エ
ヌエスシー社製）などを例示することができる。アクリル酸アルキル・メタクリル酸・シ
リコン共重合体の市販品としては、ルビフレックスＳｉｌｋ（商品名，ビーエーエスエフ
社製）などを例示することができる。
【００２４】
　（Ａ）成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されないが
、通常、整髪保持力の観点から、組成物中、０．１重量％以上が好ましく、より好ましく
は１重量％以上である。また、使用感の観点および目詰まり防止の観点から、２０重量％
以下が好ましく、より好ましくは１５重量％以下である。これらの観点から、（Ａ）成分
の含有量は、０．１～２０重量％が好ましく、より好ましくは１～１５重量％である。
【００２５】
　通常、（Ａ）成分のカルボキシル基含有皮膜形成ポリマーは、トリエタノールアミン、
モノエタノールアミン、アミノメチルプロパノールなどのアルカノールアミン類、アンモ
ニア、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどの無機塩基；アルギニンなどの塩基性アミ
ノ酸などの塩基性物質により中和される。しかしながら、本発明においては、（Ａ）成分
特有のごわつき感を低減し、滑らかな指通りを付与するとともに、自然なツヤを付与する
観点、並びに吐出時の目詰まりを防止する観点から、後述する（Ｂ）成分のアルキルアミ
ン化合物又は脂肪酸アミドアミン化合物を用いて、（Ａ）成分の一部、若しくは全部を中
和することが好ましい。尚、未中和の（Ａ）成分は、上記したアルカノールアミン類、無
機塩基、塩基性アミノ酸などの塩基性物質により中和しても良い。
【００２６】
　（Ｂ）成分のアルキルアミン化合物は、下記一般式（式１）および（式２）からなる化
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合物である。
【００２７】
【化４】

【００２８】
（式中、Ｒ１は炭素数８～２０の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であ
り、Ｒ２は水素原子、１－アミノプロピル基、又は炭素数８～２０の直鎖もしくは分岐鎖
のアルキル基又はアルケニル基である。）
【００２９】
【化５】

【００３０】
（式中、Ｒ３は炭素数８～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であ
り、Ｒ４はメチル基、又は炭素数８～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケ
ニル基である。）
【００３１】
　式１からなる化合物の具体例としては、例えば、オクチルアミン、ラウリルアミン、ミ
リスチルアミン、ステアリルアミン、ココアルキルアミン、牛脂アルキルアミン、硬化牛
脂アルキルアミン、オレイルアミン、ジココアルキルアミン、ジ硬化牛脂アルキルアミン
、Ｎ－ヤシアルキル－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ－牛脂アルキル－ヤシアルキル－１
，３－ジアミノプロパンなどを例示することができる。また、式２からなる化合物の具体
例としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルラウリルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルミリスチルア
ミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルパルミチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルステアリルアミン、Ｎ，Ｎ
－ジメチルベヘニルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルココアルキルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル牛
脂アルキルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル硬化牛脂アルキルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルオレイ
ルアミン、Ｎ－メチルジデシルアミン、Ｎ－メチルココアルキルアミン、Ｎ－メチル硬化
牛脂アルキルアミン、Ｎ－メチルジオレイルアミンなどを例示することができる。これら
成分は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもできる。
【００３２】
　また、脂肪酸アミドアミン化合物は、下記一般式（式３）からなる化合物である。
【００３３】

【化６】

【００３４】
（式中、Ｒ５は炭素数１１～２４の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基で
あり、Ｒ６は炭素数１～４のアルキル基又はヒドロキシアルキル基であり、ｎは１～４の
整数である。）
【００３５】
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　式３からなる化合物の具体例としては、例えば、ミリスチン酸ジメチルアミノエチルア
ミド、ミリスチン酸ジメチルアミノプロピルアミド、ミリスチン酸ジエチルアミノエチル
アミド、ミリスチン酸ジエチルアミノプロピルアミド、パルミチン酸ジメチルアミノエチ
ルアミド、パルミチン酸ジメチルアミノプロピルアミド、パルミチン酸ジエチルアミノエ
チルアミド、パルミチン酸ジエチルアミノプロピルアミド、ステアリン酸ジメチルアミノ
エチルアミド、ステアリン酸ジメチルアミノプロピルアミド、ステアリン酸ジエチルアミ
ノエチルアミド、ステアリン酸ジエチルアミノプロピルアミド、ステアリン酸ジプロピル
アミノエチルアミド、ステアリン酸ジプロピルアミノプロピルアミド、ベヘニン酸ジメチ
ルアミノエチルアミド、ベヘニン酸ジメチルアミノプロピルアミド、ベヘニン酸ジエチル
アミノエチルアミド、ベヘニン酸ジエチルアミノプロピルアミドを例示することができる
。これら成分は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもでき
る。
【００３６】
　尚、本発明に用い得る（Ｂ）成分は、市販品をそのまま使用することができる。アルキ
ルアミン化合物の市販品としては、例えば、アーミンシリーズ（ライオン・アクゾ社製）
などを例示することができる。また、脂肪酸アミドアミン化合物の市販品としては、例え
ば、ＮＩＫＫＯＬアミドアミンシリーズ（日光ケミカルズ社製）などを例示することがで
きる。
【００３７】
　（Ｂ）成分の含有量は、（Ａ）成分の一部、若しくは全部を中和することができる量で
あれば特に限定されないが、通常、組成物中、０．００１重量％以上が好ましく、より好
ましくは０．０１重量％以上である。また、使用感の悪化の観点から、１０重量％以下が
好ましく、より好ましくは５重量％以下である。これらの観点から、（Ｂ）成分の含有量
は、０．００１～１０重量％が好ましく、より好ましくは０．０１～５重量％である。
【００３８】
　本発明のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物には、ごわつき感を更に低減する観点か
ら、（Ｃ）シリコーン化合物を含有させることができる。用いられる（Ｃ）成分としては
、例えば、鎖状シリコーン、環状シリコーン；アミノ変性シリコーン、カルボキシ変性シ
リコーン、脂肪酸変性シリコーン、アルコール変性シリコーン、脂肪族アルコール変性シ
リコーン、エポキシ変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、アルキル変性シリコーンな
どの変性シリコーンなどが挙げられる。これら成分は、１種を単独で用いてもよく、２種
以上を適宜組合せて用いることもできる。好適な（Ｃ）成分としては、鎖状シリコーン、
アミノ変性シリコーンを用いることが好ましい。
【００３９】
　具体的な鎖状シリコーンとしては、例えば、メチルポリシロキサン、平均重合度が６５
０～７０００である高重合メチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチ
ルハイドロジェンポリシロキサン、ジメチコノールなどを例示することができる。
【００４０】
　尚、これら鎖状シリコーンは、市販品をそのまま使用することができる。メチルポリシ
ロキサンの市販品としては、例えば、ＳＨ２００Ｃ（商品名，東レ・ダウコーニング・シ
リコーン社製）などを例示することができる。平均重合度が６５０～７０００である高重
合メチルポリシロキサンの市販品としては、例えば、ＳＨ２００、ＢＹ１１－０３４、Ｂ
Ｙ１１－０２６（商品名，何れも東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）などを例示す
ることができる。メチルフェニルポリシロキサンの市販品としては、例えば、ＫＦ５４、
ＫＦ５６（商品名，何れも信越化学社製）、ＳＦ５５７、ＳＦ５５８（商品名，何れも東
レ・ダウコーニング・シリコーン社製）などを例示することができる。ジメチコノールの
市販品としては、１５０１ＦＬｕｉｄ（東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）などを
例示することができる。
【００４１】
　また、アミノ変性シリコーンとしては、例えば、アミノプロピルメチルシロキサン・ジ
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メチルシロキサン共重合体、アミノエチルアミノプロピルシロキサン・ジメチルシロキサ
ン共重合体、アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合
体などを例示することができる。
【００４２】
　尚、これらアミノ変性シリコーンは、市販品をそのまま使用することができる。アミノ
プロピルメチルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体の市販品としては、例えば、Ｓ
Ｆ３５５１、ＳＦ３５５２（商品名，何れも東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）、
ＳＳ－３５５１、ＳＳ－３５５２（商品名，何れも日本ユニカー社製）などを例示するこ
とができる。アミノエチルアミノプロピルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体の市
販品としては、例えば、ＳＭ８７０２Ｃ、ＳＭ８７０４Ｃ（商品名，何れも東レ・ダウコ
ーニング・シリコーン社製）などを例示することができる。アミノエチルアミノプロピル
メチルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体の市販品としては、ＳＦ８４５２Ｃ（商
品名，東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）などを例示することができる。
【００４３】
　（Ｃ）成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されないが
、通常、ごわつき感を更に低減する観点から、組成物中、０．０１重量％以上が好ましく
、より好ましくは０．１重量％以上である。また、整髪保持力の観点から、１０重量％以
下が好ましく、より好ましくは５重量％以下である。これらの観点から、（Ｃ）成分の含
有量は、０．０１～１０重量％が好ましく、より好ましくは０．１～５重量％である。
【００４４】
　尚、本発明のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物には、本発明の効果を損なわない範
囲で、上記した成分の他、通常化粧品に用いられる成分、例えば、炭化水素油、高級アル
コール、エステル油などの油剤；エタノール、イソプロパノールなどの低級アルコール；
１，３－ブチレングリコール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，２－ペンタン
ジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオールなどの多価アルコール
；ソルビトール、マルチトール、トレハロースなどの糖アルコール；界面活性剤、金属イ
オン封鎖剤、防腐成分、酸化防止剤、植物抽出エキス、染料、顔料、ｐＨ調整剤などを目
的に応じて適宜配合することができる。
【００４５】
　また、本発明のエアゾールスプレー型整髪剤用組成物は、（Ｂ）成分の溶解性の観点か
ら、実質的に水を配合しない非水系で調製されることが好ましい。尚、本発明における「
実質的に水を配合しない非水系」とは、「別途、水を含有させることはしない」という意
味であり、各配合成分に含有される少量の水までを除外するものではない。
【００４６】
　本発明のエアゾールスプレー型整髪剤を製造するには、既知の方法により製造すれば良
く、例えば、エアゾールスプレー型整髪剤用組成物に配合する各成分を均一に分散させた
溶液をエアゾール用容器に充填し、エアゾール用バルブにより容器をクリンチした後、噴
射剤をステムより規定量充填し、ステムに適した噴射ボタンを装着する方法を例示するこ
とができる。
【００４７】
　用いられる噴射剤としては、化粧品に用いられるものであれば特に限定されないが、例
えば、液化石油ガス、イソブタン、ジメチルエーテルなどを例示することができる。これ
ら噴射剤は、１種を単独で用いてもよく、２種以上の混合ガスを用いることもできる。本
発明においては、製剤の保存安定性の観点から、ジメチルエーテル単独、若しくは、液化
石油ガスとジメチルエーテルの混合ガスを用いることが好ましい。
【００４８】
　液化石油ガスとジメチルエーテルの混合ガスを用いる場合、その混合比（重量比）は、
特に限定されないが、製剤の保存安定性の観点から、混合ガス中、ジメチルエーテルを３
０重量％以上含有させることが好ましく、より好ましくは５０重量％以上である。また、
エアゾールスプレー型整髪剤用組成物と上記噴射剤の混合比（重量比、組成物／噴射剤）
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は、特に限定されないが、通常、細かな霧状に噴射させる観点から、７０／３０～４０／
６０の範囲で調製することが好ましく、より好ましくは６０／４０～５０／５０である。
【実施例】
【００４９】
　以下、本発明を実施例に基づいて更に詳細に説明するが、本発明はこれら実施例にのみ
限定されるものではない。尚、配合量は、特記しない限り「重量％」を表す。また、配合
量は各皮膜形成剤としての純分に換算した。
【００５０】
（試料の調製１）
　表１および表２に記した組成に従い、各エアゾールスプレー型整髪剤用組成物を常法に
準じて調製後、エアゾール用容器に充填した。次いで、エアゾール用バルブを容器にクリ
ンチした後、噴射剤をステムより原液／噴射剤の重量比が６０／４０となるように充填し
、実施例１～５および比較例１～５のエアゾールスプレー型整髪剤を調製し、下記評価に
供した。結果をそれぞれ表１および表２に併記する。尚、評価はすべて、２３℃、湿度６
０％の恒温恒湿の一定条件下で実施した。
【００５１】
（試験例１：目詰まりの評価）
　各実施例および各比較例で得られたエアゾールスプレー型整髪剤を４５℃の恒温槽に保
管し、毎日下記操作を繰り返し、吐出安定性の試験を行った。
【００５２】
（操作）
　恒温槽より各エアゾールスプレー型整髪剤を取出し、直ちに１５秒間よく振ってから、
５秒間吐出した。吐出後、各試料を恒温器に戻し、翌日同様の試験を実施した。この操作
を、中味液が完全に無くなるまで、或いは、目詰まりにより中味が吐出されなくなるまで
繰り返し実施し、その状態を下記の基準に従い評価した。
【００５３】
＜目詰まりの評価基準＞
○：観察期間内に吐出状態に異常は見られない
△：観察期間内に吐出状態がやや弱くなるが、吐出している
×：観察期間内に全く吐出しなくなる
【００５４】
（試験例２：整髪保持力の評価）
　専門パネル２０名により、実施例および比較例で得られた各試料をウィッグ（レッスン
マネキン：ユーカリジャパン社製）を用いて使用してもらい、整髪保持力を下記評価基準
に従って官能評価した。
【００５５】
　尚、整髪保持力の評価は、毛髪を毛先の方からにぎる操作を１０回行い、形成されたス
タイルに、にぎった形がくっきりと保持されているものを整髪保持力が良いとして評価を
行った。
【００５６】
＜整髪保持力の評価基準＞
○：２０名中１６名以上が整髪保持力に優れると回答
△：２０名中１０～１５名が整髪保持力に優れると回答
×：２０名中９名以下が整髪保持力に優れると回答
【００５７】
（試験例３：ごわつき感および指通りの評価）
　２３℃、湿度６０％の恒温恒湿下で一晩放置した毛束（長さ１０ｃｍ、幅０．８ｃｍ、
重量１ｇ）に実施例および比較例で得られた各試料から０．８ｇを噴霧塗布後、２３℃、
湿度６０％の恒温恒湿下で２時間放置し、官能評価パネル２０名により、ごわつき感およ
び指通りを下記の評価基準に従って官能評価した。
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＜ごわつき感の評価基準＞
○：２０名中１６名以上がごわつき感がないと回答
△：２０名中１０～１５名がごわつき感がないと回答
×：２０名中９名以下がごわつき感がないと回答
【００５９】
＜指通りの評価基準＞
○：２０名中１６名以上が滑らかであり、指通りに優れると回答
△：２０名中１０～１５名が滑らかであり、指通りに優れると回答
×：２０名中９名以下が滑らかであり、指通りに優れると回答
【００６０】
（試験例４：ツヤ感の評価）
　試験例２の評価後、同評価パネル２０名により、ツヤ感について下記の評価基準に従っ
て目視評価した。
【００６１】
＜ツヤ感の評価基準＞
○：２０名中１６名以上が自然なツヤがあると回答
△：２０名中１０～１５名が自然なツヤがあると回答
×：２０名中９名以下が自然なツヤがあると回答
【００６２】
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【００６３】
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【表２】

【００６４】
　表１および表２に示された結果から、各実施例のエアゾールスプレー型整髪剤は、各比
較例のものと対比して、吐出時に目詰まりが生じていないことが分かる。また、整髪保持
力に優れるとともに、皮膜形成ポリマー特有のごわつき感がなく、滑らかで指通りに優れ
ていることが分かる。更に、ギラギラとした不自然なツヤではなく、自然なツヤが付与さ
れていることが分かる。
【００６５】
　以下、本発明に係る処方例を示す。尚、含有量は重量％である。
【００６６】
（処方例１）
　（原液部）
　アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸ヒドロキシプロピル
　　・メタクリル酸ブチルアミノエチル共重合体　　　　　　　　　　６．０
　ラウリルアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．３
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　メチルポリシロキサン／高重合メチルポリシロキサン　　　　　　　１．５
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　（噴射剤）
　液化石油ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　原液部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０
　噴射剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６７】
（処方例２）
　（原液部）
　酢酸ビニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビニル共重合体　　　　　　４．０
　アミドアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
　メチルフェニルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
　イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　（噴射剤）
　液化石油ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　原液部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０
　噴射剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６８】
（処方例３）
　（原液部）
　アクリル酸アルキル・メタクリル酸・シリコン共重合体　　　　　　２．０
　Ｎ－メチルジココアルキルアミン　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサン
　　・ジメチルシロキサン共重合体　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　（噴射剤）
　液化石油ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　原液部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５．０
　噴射剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
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